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平成 23 年 11 月 16 日 

各 位 
 

マ ネ ッ ク ス 証 券 株 式 会 社 

代 表 取 締 役 社 長 C E O  松 本  大 

 

「信用取引自動決済発注サービス（愛称：みまもるくん）」の開始について 
 

マネックス証券株式会社（以下「マネックス証券」）は、2011 年 11 月 17 日より、「信用

取引自動決済発注サービス（愛称：みまもるくん）」の提供を開始いたしますので、下記の

通りお知らせいたします。 

「信用取引自動決済発注サービス」は、信用取引における建玉の損益率が、お客さまご

自身が設定した「損切り決済率」に達すると、決済注文を自動発注するサービスです。信

用取引における損切りのための発注を自動で行うことで、お客さまのリスク管理をサポー

トします。 

信用取引の建玉を対象とした自動決済発注サービスの提供は、国内証券会社で初となり

ます（2011 年 11 月 16 日現在、マネックス証券調べ）。 

 

記 

 

１．「信用取引自動決済発注サービス」提供開始の背景 

株式需給の創出を図り、市場に流動性を供給する信用取引は、現在では個人投資家の株

式売買代金の約 6 割を占めています。株価の下落が続いていることから、信用取引におけ

る含み損が増加しており、個人投資家の投資余力は低下しています。このような環境にお

いて、個人投資家の投資対象ならびに興味・関心は、株式から外国為替証拠金（FX）取引

や先物市場に移っており、個人投資家の株式離れが進んでいます。 

信用取引は投資した資金（保証金）に比べて大きな利益が期待できますが、一方で価格

の変動が予想と異なった場合には損失も大きくなる可能性があるため、現物取引に比べて

リスクの高い取引手法であり、個人投資家にとっては手を出しにくいというイメージもあ

ります。 

マネックス証券は、信用取引の建玉を対象とした自動決済発注サービスを業界他社に先

駆けて提供することで、個人投資家の皆さまに信用取引のリスク管理をオンライン上の簡

易な手続きで行っていただける環境を提供して参ります。 

株式投資における「損切り」は様々な人間心理が働くことにより、タイミングの判断お

よび実践が難しいことは、行動ファイナンスの理論からも説明されています。リスクを軽

減する「逆指値」等の注文方法もありますが、取引ごとに注文しなくてはならない不便さ
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があります。「信用取引自動決済発注サービス」は「逆指値」のような取引ごとの発注では

なく、信用口座全体でリスク管理を行える新しいサービスです。 

マネックス証券は、「信用取引自動決済発注サービス」により、個人投資家の皆さまの投

資機会を創出し、投資パフォーマンス向上の一助となることを目指します。 

 

２．「信用取引自動決済発注サービス」の概要 

(1) 提供開始日：2011 年 11 月 17 日（木）16 時 00 分予定 

(2) 利用料金：無料 

(3) 利用条件：マネックス証券ウェブサイト上からお申込みが必要です。 

(4) サービスの特長： 

・ 「損切り決済率」は、お客さまご自身で、マイナス 2%からマイナス 20％までの範囲内

（2%刻み）で任意で選択し、設定することができます（注 1）。 

・ 判定時点で信用建玉の損益率（注 2）が「損切り決済率」に達していると、マネックス証

券が自動的に決済注文を発注します（注 3、4）。従来の信用取引における保証金の計算が、

口座毎の保証金維持率をもとに行われる点と異なり、本サービスにおいては、決済注文

の判定は、「銘柄・市場・売買区分」が同じ建玉毎に行われます。 

・ 本サービスをお申込みいただくと、その時点で保有している建玉及びお申込み以降に新

規建てを行った建玉が対象となります（一部、対象外の銘柄があります）。 

・ 「損切り決済率」以上の損失が発生しているかどうかの判定は、1 日に 1 回、夜間処理

のタイミングで行います。 

 

なお、本サービスは、「損切り決済率」の設定により、自動発注にかかる条件（銘柄、数

量、単価（成行））によって注文が執行されるお取引であり、これらのルールをご理解いた

だいたうえでご利用いただくものです。 

 
（注 1） ｢損切り決済率｣は口座毎での設定となりますので、建玉（銘柄）毎には設定できません。 

（注 2） 本サービスにおける建玉の「損益率」は、「評価額の合計」と「建値×数量の合計」の

差額をもとに計算します。よって、株式売買委託手数料、信用金利及び諸経費は含まれ

ません。 

（注 3） 自動決済注文は、毎営業日の終値（特別気配で終了した場合は特別気配、連続約定気配

で終了した場合は当該連続約定気配となります）を基準に、翌日の夜間処理のタイミン

グで判定を行い、翌営業日に「寄付（成行）」注文として発注します。 

（注 4） 自動決済注文は、パソコンからの成行注文と同様の手数料がかかります（一日定額手数

料コースをご利用の場合は、一日定額手数料の約定金額に含まれます）。 

 

３．愛称「みまもるくん」について 

愛称の「みまもるくん」は、「信用取引自動決済発注サービス」が、お客さまを「見守る」
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サービスであることから名付けています。お客さまの信用取引口座における建玉の状況を

日々見守り、お客さまが設定した「損切り決済率」に達した際に自動的に注文発注を行う

ことで、株価が予想より大きく下落した場合の損失を抑えます。多くのお客さまに信用取

引を安心してご利用いただき、信用取引を活用した投資機会を提供していきたいとのマ

ネックス証券の思いが込められています。 

 

詳細は、マネックス証券ウェブサイト（http://www.monex.co.jp）をご覧ください。 

 

以 上 

 

【マネックス証券株式会社について】 

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 165 号 

加入協会：日本証券業協会・社団法人金融先物取引業協会 

 

 

国内上場有価証券取引に関する重要事項  

 

＜リスク＞ 

国内株式及び国内 ETF、REIT、預託証券、受益証券発行信託の受益証券等（以下「国内株

式等」）の売買では、株価等の価格の変動や発行者等の信用状況の悪化等により元本損失が

生じることがあります。また、国内 ETF 等の売買では、裏付けとなっている資産の株式相

場、債券相場、金利水準、為替相場、不動産相場、商品相場等（これらの指数を含む。）や

評価額の変動により、元本損失が生じることがあります。信用取引では、元本（保証金）

に比べ、取引額が最大 3.3 倍程度となる可能性があるため、価格、上記各指数等の変動、又

は発行者の信用状況の悪化等により元本を上回る損失（元本超過損）が生じることがあり

ます。  

  

＜保証金の額又は計算方法＞ 

信用取引では、売買金額の 30％以上かつ 30 万円以上の保証金が必要です。  

  

＜手数料等（税込）＞   

国内株式等のインターネット売買手数料は、「取引毎手数料」の場合、約定金額 100 万円以

下のときは、成行で最大 1,050 円、指値で最大 1,575 円が、約定金額 100 万円超のときは、

成行で約定金額の 0.105％、指値で約定金額の 0.1575％を乗じた額がかかります。また、「一

日定額手数料」の場合、一日の約定金額 300 万円ごとに最大 2,625 円かかります。さらに、
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国内 ETF 等の売買では、保有期間に応じて信託報酬その他手数料がかかることがあります。

国内株式等の新規公開、公募・売出し、立会外分売では、購入対価をお支払いただきます

が、取引手数料はかかりません。  

  

＜その他＞ 

お取引の際は、当社ウェブサイトに掲載の「契約締結前交付書面」「上場有価証券等書面」

「リスク・手数料などの重要事項に関する説明」を必ずお読みください。 

【お問合せ先】 

マネックス証券株式会社 

マーケティング部 PR 担当 町田 電話 03-6212-3800 


